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指導課

○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

学校関係者記入欄

コメント

４：学校公開における
保護者の参観率が世
帯数換算で７０％以上
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・学校からの情報とともに、児童の学校生活の様子をで
きるだけHPに公開するようにした。

・地域支援本部（スクールサポート洗足池）の活動は、保
護者とともに地域力も活かす方法を考え、さらに充実さ
せていく。

・研究授業、国際交流、自主研究発表会、避難訓練など
を公開し、学校の取組を保護者や地域の方に理解してい
ただくようにした。さらに、多くの方に参観していただくよ
う、広報を工夫する。
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学校・家庭・地域の果
たすべき役割や責任
を明らかにするととも
に相互の連携を深
め、地域とともに子ど
もを育てる仕組みを
つくります。

教育目標、学校経営計画、学校経営方針をホー
ムページに公開する。

情報を積極的に公開するとともに、学校ホーム
ページの充実を図る。

地域連絡協議会において自己評価に対する評
価を行い、その結果をホームページで公開す
る。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力
を生かした特色ある教育活動を実践した。

・限られた時間と人員の中、個別指導や補習に積極的
に取り組んでいただいている。小学校は児童の成長に
おいて重要な時期であり、今後も講師、支援員の協力
を得て学習環境の向上に取り組んでいただけたらと思
います。

・ペアのＯＪＴや校内研究等、教員の指導力向上を大い
に図られていると思います。

・機器導入の経費を有効に活用するためより一層ＩＣＴ
機器の活用をお願いします。

各種研究発表会や授業改善セミナー等の研究・
研修の成果を、自身の授業改善に生かす。 ３：同　５５％以上

ＩＣＴ機器を活用した授業を実施する。

・「校内研究」「ペアによるＯＪＴ研修」により、教員同士が
切磋琢磨し、授業力向上に努めている。

・ＩＣＴ機器については、教員によって、活用の多少の差が
あるので、活用のための研修を行う。

・夏に「授業改善年間ブック」を作り、学習生活アンケー
ト、学力調査の結果診断、学期ごとの学習成果などを各
シートにまとめ、年間を通じて、授業改善プランの検証、
改善ができるようにした。来年度は、「授業改善年間ブッ
ク」を改善し、活用を定着させる。

・学校の経営計画方針の公開や学校の様子を積極的
に公開する取組は非常に評価できる。今後も学校の取
組を保護者や地域の方に理解してもらえる努力を続け
ていただきたい。

・子どもたちがズムーズに就学し、安心して学校生活が
送れるためにも、今後も交流、連携を大いに図っていき
たいと思います。
・保護者の協力は小規模校では不可欠です。協力があ
るということは、学校計経営が良いからこそと思いま
す。

・他校に比べ児童数が少ないことを理由に良い方向に
もっていけるように地域の一人として応援したいと思い
ます。避難訓練等に参加し、児童、保護者とふれあい、
学校行事に関心を深めていけたらと思います。

３：同　６０％以上

２：同　５０％以上

１：同　５０％未満

教
育
環
境
向
上

教員の指導力向上、
施設の整備や講師・
支援員の配置などの
学校サポーター体制
の充実に取り組み、
学習環境の向上を図
ります。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善
に生かす。

４：学校公開週間の保
護者アンケートで「分
かりやすい授業をして
いる」「活動が充実し
ている」の2項目のＡ
評価が60％以上
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特別支援教育を充実させ、校内委員会等を実施
する。

２：同　５０％以上

授業改善推進プランを、授業に生かす。
１：同　50%未満

体
力
向
上

子ども一人ひとりの身
体活動量を高めて意
欲や気力の元となる
総合的な体力を育み
ます。

早寝・早起き・朝ごはん月間の取組を実施する。

４：新体力テストのＡ～
Ｃの児童の割合が
70％以上

4体力向上全体計画に基づいた指導を実践する。

１：同　50%未満

・完全ノーチャイムや洗小江戸しぐさ等、学校の特色あ
る活動を続けていただきたい。豊かな心を育むという課
題は学校と家庭・地域の連携が不可欠なので、道徳の
授業公開だけでなく、より多くのコミュニケーションを
図っていただきたい。

・学校生活が楽しいという児童の評価が上がっていると
はすばらしいと思います。今後も魅力ある学校づくりに
期待します。

・ルールやきまりを守ること、道徳的な意識を高めること
等の取組に成果があり、よいと思います。公開の参加
数は年により異なると思います。

・道徳授業公開講座の参加者数が増えるような取組を
お願いします。

学校と家庭、地域が連携し、道徳授業地区公開
講座の活性化を図る。 ３：同　80%以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果
等をもとに個人面談等を実施する。

・体力向上を目指して、「一校一取組」を実施した。また、
各学級の実態に応じて、「一学級一実践」を進めた。

・水曜30分休みを利用した「チャレンジタイム」を実施し、
児童が全員で体力向上に取り組めるようにした。今後も、
内容を工夫して続けていく。

・改修の約3か月間、校庭が使えない中、皆さん工夫し
ていただき、児童の体力向上に取り組んでいただいた。
各学級に応じた一学級一実践も良いアイデアだと思う。

・体力に合わせ運動能力の向上も期待します。
都会の子どもの体力向上のために、引き続き取り組ん
でください。

・学力向上と共に体力向上にこのような方法で力を入
れている様子が分かり感心いたしました。是非続けて
ほしいです。

３：同　６０%以上

２：同　50%以上

いじめ・問題行動の未然防止のための取組を実
施する。

２：同　70%以上

不登校問題等にかかわる児童・生徒に関する
ケース会議等を実施する。 １：同　70%未満

学校独自に作成している学習・生活アンケートを
実施し、実態を把握するとともに児童一人ひとり
の支援に生かす。

・生活指導面での様々な取組を行い、ルールや学校のき
まりなどを守ろうとする意識を高めるようにした。

・道徳授業地区公開講座では協議会参加数が伸びな
かった。内容、形式、広報活動などを工夫する。

・「いじめ防止基本方針」を策定し、教師の研修を行うとと
もに、児童の様子をよく観察し、未然防止に努めた。

・学校生活調査をもとに、担任による全員面接を行った。
5年生は、ＳＣの全員面接も行った。課題の見つかった児
童については、適宜、ケース会議、特別支援会を開き、
早期発見、早期解決を図った。

・「毎日学校で生活することが楽しい」項目の肯定的評価
は6月から11月で上がった児童がいた。当てはまらないと
いう少数児童のケアを続ける。

・児童が外国語に親しみコミュニケーションを図る取組
と国際交流事業を同時に行うことにより、教育委員会研
究奨励校１年目ながら大きな成果に繋がっている。今
後もより多くの児童が自ら積極的に参加できるような取
組を続けていただきたい。

・習熟度に応じた授業、少人数指導が行われていて、
学力向上への取組がうかがえました。

・数々の実践に成果があらわれており、よいと思いま
す。

・算数の補習授業などきめ細かい対応はよいと思いま
す。

・学習指導に加え、国際理解教育を共に向上させなけ
ればならないことは先生方の負担が大変ですが、これ
からの社会に必要とされる内容で、成果がすぐに出なく
ても長期的に取り組んでいただきたいと思います。

算数・数学到達度をチェックシートで児童・生徒、
保護者に知らせる。

３：同　80%以上

算数・数学の補充プリントや発展プリントを配布
し家庭学習を支援する。 ２：同　70%以上

・言語活動を重視し、｢思考力」「判断力」「表現力」に重点
を置いた指導を行った。また、国際理解教育を推進し、コ
ミュニケーション能力の向上を目指して研究を推進した。
児童の発言力は高まってきている。

・学習カルテの活用、カウンセリングを推進し、つまずき
に対して日常的に個別指導をして、基礎・基本の徹底を
図った。また、習熟度の高い児童には発展的な課題を与
えるようにした。

・平日の補習教室には、ほぼ全員が参加した。個に応じ
た課題に対して熱心に学習した。

・漢字検定においては、事前の指導が役立ち、全員合格
の学級もあった。

豊
か
な
心
を
育
む

子ども一人ひとりの健
全な自己肯定感・自
己決定力を高め、未
来への希望に満ちた
豊かな人間性を育み
ます。

法令などの社会のルールや学校のきまりなどを
守ろうとする意識を高め道徳教育を実施する。

４：11月に実施する児
童の学習・生活アン
ケートで「毎日学校で
生活することが楽し
い」項目の肯定的回
答の割合が90%以上
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学
力
向
上

　児童・生徒一人ひと
りの学ぶ意欲を高
め、確かな学力を定
着させます。

児童・生徒と面談等を実施し、学習のつまずきや
学習方法について、助言・支援を行う。

４：12月に実施する保
護者アンケートで、「学
習したことを理解して
いる」項目の肯定的回
答の割合が90%以上
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学習指導講師等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

１：同　70%未満

大田区漢字検定において、学年の該当級に合
格できるよう指導する。

平成２６年度　大田区立洗足池学校　自己評価　報告書

大項目 目標 取組内容 目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
及び

今後の改善策

 ◆教育目標 ◎考える子 ○思いやる子 ○元気な子 ○やりぬく子     
 ◆児童数２４１名（５月１日） ９学級 
 ◆特色ある教育活動  ・学期ごとの学校公開 ・放課後算数クラブ ・土曜補習教室 ・読書タイム ・１年生からの英語活動 ・完全ノーチャイム ・３０分間の休み時間 ・地域班活動  
            ・洗小江戸しぐさ ・夏休みのわくわくスクール ・学校支援地域本部（スクールサポート洗足池） ・スクールバンドの活躍   
            ・平成２６～２７年度 大田区教育委員会研究奨励校 「外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」（外国語活動） 
            ・国際交流 洗小英語カフェ（東工大留学生との交流）、国際交流事業（韓国青年、国際交流体験、訪日教育旅行受け入れなど） 
                              ★子どもにとって魅力ある学校、互いに学び合う学校、信頼される学校を目指します。★ 
   


